
「一匹の獣」                2019 年 09 月 07 日 

ヨハネの黙示録 13 章 1 節～10 節 わたしはまた、一匹の獣が海の中から上って来る 

のを見た。これには十本の角と七つの頭があった。それらの角には十の王冠があり、頭に

は神を冒涜するさまざまの名が記されていた。わたしが見たこの獣は、豹に似ており、足

は熊の足のようで、口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、自分の力と王座と大き

な権威とを与えた。この獣の頭の一つが傷つけられて、死んだと思われたが、この致命的

な傷も治ってしまった。そこで、全地は驚いてこの獣に服従した。竜が自分の権威をこの

獣に与えたので、人々は竜を拝んだ。人々はまた、この獣をも拝んでこう言った。「だれ

が、この獣と肩を並べることができようか。だれが、この獣と戦うことができようか。」 

この獣にはまた、大言と冒涜の言葉を吐く口が与えられ、四十二か月の間、活動する権威

が与えられた。そこで、獣は口を開いて神を冒涜し、神の名と神の幕屋、天に住む者たち

を冒涜した。獣は聖なる者たちと戦い、これに勝つことが許され、また、あらゆる種族、

民族、言葉の違う民、国民を支配する権威が与えられた。地上に住む者で、天地創造の時

から、屠られた小羊の命の書にその名が記されていない者たちは皆、この獣を拝むであろ

う。耳ある者は、聞け。捕らわれるべき者は、／捕らわれて行く。剣で殺されるべき者は、

／剣で殺される。ここに、聖なる者たちの忍耐と信仰が必要である。 

 

ヨハネはまた、「一匹の獣が海の中から上って来るのを見た。」獣には十本の角があっ 

て、角には十の王冠があり、7 つの頭には神を冒涜する様々な名が記されていた。ダニエ

ル書 7 章の獣の記述から、「十本の角」はパルティアの 10 人の王を、「七つの頭」は 7 人

のローマ皇帝を象徴すると理解される。角の「王冠」は権力の強さと地位の高さを表わし、

「神を冒涜し」は、皇帝礼拝のような、人間を神とする偶像礼拝である。この獣は、豹に

似ており、足は熊の足、口は獅子の口のようであった。「竜はこの獣に、自分の力と王座

と大きな権威とを与えた。」ローマ帝国を指す竜は、具現者である獣に皇帝として王座と

権威を与え、キリスト者たちへの迫害を実行させたのである。「この獣の頭の一つが傷つ

けられて、死んだと思われたが、この致命的な傷も治ってしまった。」獣の 7 つの頭がロ

ーマ皇帝の象徴であるとすれば、傷つけられて死んだと思われた一つの頭はネロ皇帝を指

している。彼は紀元 68 年に自死したが、致命傷を負いながらも、治って、復讐のために再

来したという伝説もあり、それを踏まえている。「全地は驚いてこの獣に服従した。竜が

自分の権威をこの獣に与えたので、人々は竜を拝んだ。」人々はこの獣（再来したネロ皇

帝）に「だれが、この獣と肩を並べることができようか。だれが、この獣と戦うことがで

きようか」と恐れ、伏し拝んだ。獣には、神の名と神の幕屋、天に住む者たちを冒涜し、

キリスト者たちを苦しめる権威が与えられ、彼らに勝つことが許され、あらゆる民族、国

民を支配する権威を与えられた。屠られた小羊キリストの命の書に名が記されていない者

たちは皆、この獣を拝んだ。これは、天地創造の時から定められたことで、全地は獣を恐

れ、服従したのである。しかし、その期間は永遠ではなく、42 ヶ月の短い間であるという。 

ヨハネは、「耳ある者は、聞け」と注意を促し、エレミヤ書 15 章 2 節の言葉から、「捕

らわれるべき者は、捕らわれて行く。剣で殺されるべき者は、剣で殺される」と、獣の末

路を預言している。そして、「ここに、聖なる者たちの忍耐と信仰が必要である」と語り、

しばらくの迫害に耐え、信仰に留まるように訴えている。 


